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 要 旨   
背景： 
 中等度のアルコール消費と、心血管系疾患（CVD）とその死亡の減少との間に関連性が

あることは報告されているが、その関連性の機序を説明するデータには限りがある。この

研究では、アルコールと CVD および死亡との関連性を 26,399 名の女性で検討し、CVD/
死亡の危険率を低下させる一連の中間因子の関与について評価した。 
方法と結果： 
 アルコール消費は研究開始前調査の自己報告で、CVD イベントや死亡については追跡質

問表と診療記録で確認した。また、ヘモグロビン A1c、炎症マーカー、止血因子、脂肪の血

漿濃度を測定した。血圧と高コレステロール血症、高脂血症などの治療は自己報告で記録

した。平均 12.2 年間の追跡調査の間で、CVD イベントは 1039 例、死亡は 785 例（CVD
死 153 例）であった。多変量モデルでの解析で、アルコール消費と CVD 発症率、総死亡数、

CVD 死亡数との間に J 型の関連が認められた。非飲酒者と比較して、一日 5 から 14.9 g の

アルコール摂取で、CVD（26%）、総死亡数（35%）、CVD 死亡数（51%）の危険性は低下

した。CVD 危険率の低下に最も貢献しているのは脂肪（28%）で、それに続いてヘモグロ

ビン A1c/糖尿病（25.3%）、炎症/止血因子（5%）、血圧因子（4.6%）であった。全ての仲介

因子を総合することで CVD 危険率の低下の 86.3%、総死亡数の 18.7%、CVD 死亡数の

21.8%が説明することができる。 
結論： 
 この研究の結果は、脂肪代謝と糖代謝に対するアルコールの効果が、中等度量の飲酒を

している成人女性でみられた CVD/死亡の危険率低下の多くの部分に貢献していると考え

られる。 
 
 

 




